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　現在、若年者の雇用情勢は業種により大変厳しい状況にあります。その中でも日本の産業を支える専

門学科の高校生は、日頃から専門の学習ならびに様々な資格取得を通して自ら社会で活躍できる実力を

高めるために一生懸命努力し、充実した学校生活を送っています。特に、工業高校生は、日本のものづ

くりの担い手として健闘しています。産業構造の変化や経済情勢の変化に伴い、ものづくり産業において

工業高校生の就職環境が厳しくなると考えられていましたが、就職や就職後の離職率等を調査した結果

は、報道等で分析されている様子と違ったものとなっています。工業高校生の就職内定率は、１００％

に近く、３年後の離職率は、大学生の離職率に比べて遥かに低い結果となっています（下図参照）。

　また、大学進学において希望すれば進学ができる中で、工業高校生の就職希望率は低くなっていません。

個々の生徒にとっては様々な人生があります。学校制度の面から見て工業高校は「ゆたかな将来」を保

証する学校と言える結果になっています。

　若いとき、特に感受性が強い高校生までに何らかのスキルを身に付け、将来への展望を得ることが、

若い人たちの活力の源であると言われていますが、工業高校は、そのための多様な活動を生徒たちに

提供し、支援しています。学校・生徒の状況に応じた特徴的な行事とともに、生徒の能力の向上に向け

て資格取得や競技会・コンテスト等にチャレンジさせ、一人一人の意欲や活力の向上を目指しています。

　工業高校の進路については、全国集計では就職を希望する割合が約６０％です。進学は、約４０％で、

そのうち半数以上が大学進学、その他が専門学校に進学しています。就職については厳しい就職期にも

大卒者が８０％台で苦戦する中、下図に示すように工業高校では就職希望者の９９％以上が就職し、

産業界に有用な人材を送り出しています。
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工業高校生は、ロボット相撲、ロボットアメリカンフットボール、ジャパン・マイコンカーラリーに参加し、
日頃、磨いてきた技術力を競っています。本協会が主催する大会以外にも、後援を行っている競技会・
コンテストが多数あり、多くの工業高校生がチャレンジし高い技術力を競っています。

競い ● 高校生ロボット相撲大会
● 高校生ロボットアメリカンフットボール大会
● ジャパンマイコンカーラリー

● 高校生ロボット相撲大会
● 高校生ロボットアメリカンフットボール大会
● ジャパンマイコンカーラリー

各都道府県を勝ち抜いた代表チーム各２校が参加します。コート上でそれぞれ５台のロボットが激突し、
ボールをキープしゴールに運ぶロボットや進路を妨害するロボットなどチームワークが重要な競技です。
勝ち上がるためには、ロボットの性能が高い事は必須ですが、相手の戦法を研究し、各ロボットをどのよ
うに操作するかが見所になります。優勝チームには文部科学大臣賞が、技術的に最優秀であるロボット
を製作したチームには経済産業大臣賞が授与されます。

高校生ロボットアメリカンフットボール全国大会 （文部科学大臣賞・経済産業大臣賞）

マイコン搭載の手作り自動車の競技会です。センサーでコースを認識し、いかに速くコースを逸脱する
ことなく完走するかを競う大会です。２台で併走し勝ち残り方式で勝者を決定します。高速かつセンサー
を使って走りをコントロールするプログラム開発など、技術力の高さを証明する大会です。Advanced 
Class と Basic Class と Camera Class の３種類の競技があります。 Advanced クラスの優勝者には文部
科学大臣賞が授与されます。

 ジャパンマイコンカーラリー全国大会 （文部科学大臣賞）

鋼板製の土俵上で手作りロボット力士が激突します。決まり手は押し出し、突き出し、投げ出しなど
相手を土俵の外に出せば勝利です。自立型とラジコン型の２種類の競技があります。
８月に北海道地区から予選が始まり１０月の九州地区まで日本を縦断しながら９地区で地区大会を

行い、地区大会を勝ち抜いたロボットで１１月に全国大会が行われます。全国大会の優勝者には文部
科学大臣賞が、技術的に最優秀であるロボットを製作した生徒には経済産業大臣賞が授与されます。

高校生ロボット相撲大会 （文部科学大臣賞・経済産業大臣賞）



ジュニアマイスター顕彰（経済産業大臣賞）ジュニアマイスター顕彰（経済産業大臣賞）高め

本コンテストは、作品のアイディア・発想・独創性・技術力・完成度・デザイン性等を評価の観点に置き、
生徒の豊かな感性と工業技術・技能に裏付けられた製品の斬新性や実用性を培うために行います。

高校生技術・アイディアコンテスト全国大会培い

　工業科に学ぶ生徒の多くが職業資格や検定試験に合格するなど意欲的

に学習しています。本制度は、その成果を評価し顕彰するものです。在学

中に取得した資格を点数化し基準に達した生徒が申請できます。申請者

データは、企業や大学の関係者で構成するジュニアマイスター顕彰認定

委員会が審査し、 「ジュニアマイスターコールド」 （４５点以上）と「ジュ

ニアマイスターシルバー」（３０点以上）「ジュニアマイスターブロンズ」

（２０点以上）を認定します。点数の例ですが、電気工事士２種が７点、

危険物乙４類が４点です。ジュニアマイスターの認定者は、非常に高い

技能、技術レベルを保有している証明になります。また、特に優秀である

者のうち、認定委員会が選定し、経済産業大臣賞が授与されます。この

制度は、大学や企業からも注目されるようになりました。
ジュニアマイスターは登録商標です

駅のホームで危険域を知らせる装置
球体ロボット

完全レアメタルフリーサーミスタ温度素子
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工業高校生の技術力の向上を目指し、７つの部門のコンテストを実施しています。県大会、地区大会参
加者3000名の中から勝ち上がった各部門10名（測量は10組）で競われます。すべての部門に各省庁か
ら大臣賞が授与されます。

旋盤（高速回転する円柱状の材料にバイトと呼ばれる刃物をあて
て削る機械）を使って設計図どおりの部品を製作します。この部門
に参加した生徒たちは100分の１mm単位（人間の裸眼が見ること
ができるのは0.1mm程度が限界と言われています）以上の精度で
作品を作ります。

旋盤作業部門（経済産業大臣賞）

極め

電子回路組立部門（厚生労働大臣賞）

化学分析部門（文部科学大臣賞）

木材加工部門（農林水産大臣賞）

自動車整備部門（国土交通大臣賞）
整備士として必要な知識を問う「学科試験」、車両の各部分の適

正な位置を図る「測定作業」、実際に車両を点検する「定期点検・
車両取り扱い作業」、動かないエンジンの故障箇所を発見する「エ
ンジン故障探求作業」の4つの種目を行い、実践的な技術の高さ
を競います。

電気工事部門（厚生労働大臣賞）
約２m四方の垂直に立てられた板に図面を元に部品を取り付け

て、与えられた条件どおりに動作する電気配線を作ることを競います。
ただし、与えられた条件の中には大会当日発表されるものもあるの
で応用能力も必要になります。

与えられた部品によってハンダ付け作業を行うなどして電子回路
を組み立てる一方、パソコンでプログラムを組み、でき上がった電
子回路に指定どおりの動作を行わせます。電子回路及びプログラム
作成に高い能力が求められます。

与えられた複数の点のそれぞれの間隔の長さと角度を測り、決め
られた時間内に図面を作成します。地図を作成する空間は外周が
100mを超える多角形ですが、誤差が1.5cmを超えると得点になら
ないほどの正確さとスピードが要求されます。

複数の成分が入っている水を分析し、それぞれの成分の含有量
を判別します。含有量の判別には調べるための化学反応に応じた適
切な薬品を選び、限られた時間内で、その量を求めます。

与えられた設計図（家屋の一部）を元に材料を切り出して組み立
てていきます。材料の木材は１mを超える長さのものもあり、実際
に家屋の一部を作ることで高い技術力を競います。

高校生ものづくりコンテスト高校生ものづくりコンテスト

測量部門（国土交通大臣賞）



【検定試験・高等学校工業基礎学力テスト】
工業に係わる８つの検定試験、10分野・科目の高等学校工業基礎学力テストを実施しています。検

定試験においては生徒個々の学習の到達度や能力に応じて級をもうける等工夫し、生徒が自分の実力に
あったレベルの級にチャレンジできるようになっています。年間で約30万人程度が受検します。

【海外研修】
毎年22名程度の生徒を対象に夏季休業中に海外研修を実施し

ています。カナダ・アメリカ・オーストラリア・ベトナム等で、会社・
学校訪問を行い、地域の見聞を深め、他の国の生活や考え方を
学ぶとともに国際化に対応できるコミュニケーション能力の向上を
目指します。

【評価手法】
「工業高校生の専門的職業人として必要な資質・能力の評価手法の実践研究」で、評価手法研究委
員会を設置し取り組んでいます。この委員会には、研究課題別に①専門科目・実習、②課題研究、③地
域と連携の３つのカテゴリーを設け、各々に先行研究校、継続研究校、新規研究校を指定しました。また、
運営会議を設け、評価手法研究委員会及び研究校会議の企画運営を行うとともに、運営委員による研
究校指導訪問及び論文指導を含む研究支援並びに報告書の発行を行なっています。

【指導者養成講習会】
これからの学校経営のリーダーとなる教員を育成するため、夏季休業中の１週間、研修を実施してい
ます。講習生は、全国各地区の代表校長から推薦された教員で原則として32歳以上、６年以上の教職
経験を有し、40歳代半ばまでの24名の先生を対象にしています。研修内容は、研修を受けるに当たっ
て作成した課題の班別研究、学校経営、教育法規、企業経営等、学校を取り巻く課題を解決する能力
の向上を目指すものです。

【夏季講習会】
先端的な技術習得を目的に全国各地で先生方を対象に講習会を実施しています。100講座、800名

以上の先生方が参加し、企業の技術者から先端的な技術に関して直接指導を受け、生徒たちの指導に
生かされます。

海外研修　指導者養成講習会等海外研修　指導者養成講習会等育てる

バッチャン焼き体験

　我が国の工業教育の活性化を目的とし、全国の工業高校生を支援する
公益団体です。競技会支援事業、検定事業、顕彰事業、国際化推進事業、広
報・刊行事業、研修・人材育成事業、調査研究等、このパンフレットに記載し
た事業を主催しています。(ver.8)

公益社団法人 全国工業高等学校長協会

～全国の工業系学科のある校長先生等が会員の公益法人～

〒 102-0072 東京都千代田区飯田橋2ー8ー1

URL https://www.zenkoukyo.or.jp
TEL 03-3261-1500　FAX 03-3261-2635

表紙：埼玉県立新座総合技術高等学校　吉野 乙舜
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